






























ティア参加である。    
                                                        
 関西学院大学大学院総合政策研究科博士課程後期課程（aue77666@kwansei.ac.jp） 
1 石川英輔・田中優子（1996）『大江戸ボランティア事情』講談社 
2 田尾雅夫・川野祐二（2004）『ボランティア・NPO の組織論』学陽書房 
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WEI: The present conditions and development of the volunteer in Imai 









さらに、2012 年 6 月現在、内閣府国民生活局がまとめた「NPO法人の現状3」による
と、その数は 46,160 法人である。その分野別の区分は 20 項目に区分される。 
一方、都市計画学会の月刊誌4では（1998 年 8 月から 2012 年 8 月まで）100 件以上の
NPO法人の活動が紹介されている。その中で、町家に関わるNPO法人・京町家情報セン
ター5の取り組みが紹介されている。京町家の歴史的、文化的価値を再認識すること、現
存する京町家が保全・再生され、有効に活用するため、2002 年 4 月京町家情報センター





問題が顕在化しつつあるという。こうした背景の中で、2007 年 7 月NPO法人・尾道空き
家再生プロジェクトが設立された。2009 年 10 月より空き家Proが尾道市と協同で新たに
「尾道市空き家バンク」をスタートさせた。2009 年から始まったこの空き家バンクは、2





つは NPO 法人であり、特に 2000 年以後、NPO 法人の数が増え続けている。一方、学会
雑誌では、まちづくりに関する NPO 法人の取り組みが多く紹介されている。具体的な事
例として取り上げた京町家情報センターは京都市の町家を再生するための NPO 法人であ
り、尾道空き家再生プロジェクトは尾道という港町を再生するための NPO 法人である。 
しかし、重要伝統的建造物群保存地区における町家再生のための NPO 法人に関する研
究は見つからなかった。 
                                                        
3 内閣府ホームページ https://www.npo-homepage.go.jp/data/pref.html （2012.9.27 アクセス） 
4 都市計画ホームページ http://www.cpij.or.jp/cgi-bin/db/csv_db.cgi (2012.10.1 アクセス) 
5 松井薫（2004.4）「トピックス・元気にがんばるＮＰＯ法人」日本都市計画学会 Vol.248 P.95 
6 新田悟朗（2012.6）「トピックス・元気にがんばるＮＰＯ法人」日本都市計画学会 Vol.297 P.82 
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び調査表の内容を表 1 と表 2 で示した。 
 
ＮＯ 対象者 調査内容 調査日程
1 ＮＰＯ関係者 設立経緯、活動内容 2012年4月
2 保存会関係者 活動内容 2012年5月
3 行政関係者 整備事務内容 2012年5月























濠を築いた防衛都市でもある。東西 600 メートル、南北 310 メートルの旧環濠に囲まれた
地区である。 
今井町は、橿原市の中心部に近く、近鉄橿原線八木西口から徒歩約 5 分、JR 桜井線畝
















付き、1971 年 3 月 18 日今井町を保存する会を発足させ、事務局長として活動を開始し曲
折を経て今井町町並み保存会に引き継がれ現在に至る。2010 年 4 月現在の保存会理事は
90 名で、そのうち活動の主体である役員・常任理事は 23 名である。保存活動と同時に、
国と橿原市の行政が町並み保存に伴う生活環境整備に最大限の事業費を注いだ。1984 年
から 2004 年までの 21 年間の修理・修景事業に対して補助金は 215 件、約 11 億円に上
っている。また、道路整備・電線地中化事業に約 11 億円となっている。 
2009 年の橿原市今井町重要伝統的建造物群保存地区見直し調査9では、国指定重要文化
財 9 件、県・市指定重要文化財 20 件、神社・寺院 29、その他・蔵・倉庫など 86 件、町
家 389 件となっている。また、1978 年（建設省）「歴史的環境保全市街地整備計画調査
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では 49 件であった。しかし、2009 年の調査では、その空き家分調査の結果では、一軒屋








ための NPO 法人の設立が検討された。NPO 法人は空き家対策の窓口として、「サブリー
ス事業」の執行を担う役割が期待される。 
法人名は NPO 法人・今井まちなみ再生ネットワークと称する。2005 年 9 月から 2006
年 7 月まで 2 回の学習会と 7 回の検討会の開催をし、各地の事例を勉強しながら、今井の
NPO 法人について活動方針・活動内容、などを決め、NPO 法人の申請に至った。 
NPO 法人・今井まちなみ再生ネットワークの設立までの経緯は表 3 で示した。設立趣
旨は 3 点である。その 1 は、空き家・空き地を再生するための組織を構築すること。その
2 は、町内と町外における情報発信を通じ、町づくり活動の責任を果たすこと。その 3 は、
1 と 2 のことを通じ、今井町のアイデンティティを守っていくこと。 
 
                                                        
10 調査項目①大屋根全体②大屋根棟③大屋根ケラバ④大屋根の軒先・軒裏⑤下屋全体⑥下屋の軒先・軒
裏⑦壁面 1Ｆ⑧壁面 2Ｆ⑨妻面⑩開口 1Ｆ⑪開口 2Ｆ⑫建具 1Ｆ⑬建具 2Ｆ⑭その他 
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3.3 NPO 法人・今井まちなみ再生ネットワークの概要 
 
 2012 年 6 月現在、NPO 法人・今井まちなみ再生ネットワークは理事長、理事、監事と
いった役員によって構成される。役員人数は 10 名である。また、正会員は 74 名である。
その内約は半分今井町の方、残り半分は外部の方である。事務員以外の会員はそれぞれ職
業を持ちながら、土日・祝日などを利用し NPO 法人の活動に参加している。 
 NPO 法人・今井まちなみ再生ネットワークの主な活動は 3 つである。一つ目は空き
家・空き地の利用・活用の支援を行う。二つ目は「今井まちあるき」というイベント活動
を行う。3 つ目は家主と借り手の双方に町家情報を提供し、案内の活動、などを行う。 



















































 事例 3 は長屋の一室を賃借して 2011 年 8 月オープンした筆の専門店である。店の様子
を写真 3 で示す。夫婦 2 人は 2 人 3 脚で店を経営している。自宅は今井町の近所にある。
夫婦と娘 2 人の 4 人家族が自宅で生活している。店主は元の会社を辞めて、独立したばか
りである。知り合いが今井町を紹介し、今井町で店を開くと決めたという。オーナーは去
年から 1 年以上が経ち、会社と違い、店の売り上げのバラつきはおおきいという。 
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利用月 利用組数 利用者数（人） 宿泊組数 出身地（人）
2011年4月 4 12 1泊×4組 愛知県（2）、ドイツ・和歌山（4）東京（2）、兵庫（4）
5月 3 14 1泊×2組2泊×1組 愛知県（5）、堺（5）、橿原（4）
7月 3 9 1泊×1組 神奈川（2）、東大阪（4）大和郡山（3）
8月 2 6 1泊×2組2泊×1組 静岡（4）、岸和田（2）
9月 1 2 1泊×1組 東京（2）
10月 4 11 7泊×2組1泊×2組 東京（1）、兵庫（1）、鎌倉（4）、大阪（5）
11月 5 21 1泊×5組 宮崎（3）、奈良県（6）、兵庫（2）、東京（5）、静岡（5）
12月 3 8 1泊×3組 東京（2）、岩手（3）、神奈川（3）
2012年1月 3 13 2泊×1組1泊×2組 東京（5）、橿原（8）
2月 1 4 1泊×1組 橿原（4）
3月 2 11 1泊×1組2泊×1組 橿原（5）、東京（6）




利用者アンケートの結果を表 5 と表 6 で示した。それによると公共交通手段を利用す







さらに、利用情報の入手方法をみると、ネット検索が 7 件で、全体の 50％の割合を占
めている。 
 
ネット検索 2度目の来訪 紹介 不明
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4.2 町家活用の実態 
 
 NPO 法人が 2006 年度から 2011 年度までの空き家を利活用した実績を表-7 で示した。
それによると、合計は 25 件である。借家の件数は 22 件で、所有形態の割合は 89％が借
家を占める。また、住居として利用しているのが 10 件で、利用形態の割合は 40％が住居
を占める。残りの 3 件は購入物件である。 
 
ＮＯ 利用者名 年齢 利用人数 利用形態 建物形態 所有形態 その他
1 ＮＩさん 30代 3人 住居 一軒屋 借家 5万/月
2 ＡＩさん 60代 2人 住居 一軒屋 借家 4.5万/月
3 ＦＳさん 30代 2人 住居 一軒屋 借家 5万/月
4 ＮＭさん 60代 3人 倉庫 一軒屋 購入 ★★
5 ＨＳさん 50代 2人 住居 一軒屋 購入 ★★
6 ＯＫさん 30代 1人 事務所 一軒屋 借家 5.5万/月
7 ＹＺさん 60代 1人 住居 一軒屋 借家 3万/月
8 ＯＺさん 20代 2人 住居 長屋 借家 6.5万/月
9 ＮＯさん 60代 4人 店舗 一軒屋 借家 6.5万/月
10 ＵＤさん 40代 1人 住居 長屋 借家 4万/月
11 ＹＹさん グループ 5人 福祉施設 長屋 借家 6万/月
12 ＨＨさん 50代 3人 店舗 一軒屋 借家 5万/月
13 ＴＨさん 50代 3人 住居 一軒屋 借家 7万/月
14 ＮＰＯパン屋 40代 1人 店舗 長屋 借家 0.5万/月
15 ＦＮさん 40代 1人 店舗 長屋 借家 2.6万/月
16 ＮＰＯ今井庵 NPO 除外 体験施設 一軒屋 借家 サブリース
17 ＹＤさん 40代 2人 事務所兼住長屋 借家 7万/月
18 ＴＴさん 50代 1人 住居 長屋 借家 7.5万/月
19 ＩＵさん 50代 2人 店舗 一軒屋 借家 7万/月
20 ＮＢさん 30代 2人 店舗 一軒屋 借家 2万/月
21 ＯＤさん 30代 2人 事務所兼店一軒屋 借家 5万/月
22 ＮＴさん 40代 未定 店舗 一軒屋 借家 8万/月
23 ＴＨさん 20代 未定 店舗 長屋 借家 3万/月
24 ＩＳさん 40代 未定 事務所 長屋 借家 2.6万/月









名前 管理者 利用形態 建物形態 所有形態
旧米谷家 保存会 展示施設 一軒屋 市所有
まちづくりセンター 保存会 事務所兼展示 一軒屋 市所有
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4.3 NPO 法人の活動実績 
 
2006 年 7 月に設立されてから、2012 年 7 月までに、NPO 法人が全国規模な交流会から
小規模なイベントまで様々な活動を行ってきた。 
まず、全国規模なイベントの開催をした活動を説明しておく。2011 年 10 月 8 日、9 日
の 2 日間、今井町にて、第 4 回全国町家再生交流会12が行われた。交流会の基調講演で
は、奈良県内の各地区をつなぎ、空き町家の再生に取り組む「大和・町家バンクネットワ
ーク」の取り組み等が報告された。交流会では 5 つの分科会13が設けられ、見学Ａコース













                                                        
12 全国町家再生交流会とは、町家の評価や活用を図った事例の報告や課題等について話し合い交流する




13 第 1 分科会：住まい手・所有者・担い手、まちづくりの三方よしを考える 第 2 分科会：町家活用か
ら大和の地域再生へ 第 3 分科会：景観法は町家を活かせるか 第 4 分科会：町家再生の不動者活用方
策を探る 第 5 分科会：「町家」リフォーム・新築市場の開拓拡大について 
14 A コースとは町家改修工事現場の見学を意味する 
 B コースとは重要伝統的建造物群保存地区の町並みの見学を意味する 
11 
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写真-7 分科会会場の様子＠音村家       写真-8  第 3 分科会の様子 
 
今回の活動は総勢 139 名の参加者と 7 団体15であった。その結果を表 9 で示した。 
Ａコース Ｂコース 合計
第1分科会 28 12 12 9 21
第2分科会 32 12 9 6 15
第3分科会 19 9 10 3 13
第4分科会 27 13 10 1 11
第5分科会 24 21 7 0 7
その他（2日目のみ） 9 0 6 3 9






同時に、2011 年 10 月 8 日から 10 月 30 日に奈良県内の 7 地域において
「HANARART」（奈良・町家の芸術祭）を開催した。今井町では、今井（橿原市）エリ






延べ 8200 人である。 
次に、「今井まちあるき」の内容を述べていく。具体的には、NPO 法人今井まちなみ
再生ネットワークが空き家バンクを創立する。空き家バンクを利用し「今井まちあるき」
に参加する人を公募し、年に 4 回の「今井まちあるき」を開催するイベントである。 
空き家バンクとは、NPO 法人・今井まちなみ再生ネットワークが空き家の賃借と利用
を仲介するための仕組みである。図 1 で示したように、今井町に空き家を所有するオーナ




























































図-2  空き家紹介マップ 
 















写真-9 参考物件の見学様子         写真-10 今井まちあるきの様子 
 












































 図-3 大和・町家バンク 
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6. おわりに 
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The present conditions and development of the volunteer in Imai 
A case study on utilization of Machiya 
 
Xiao e  WEI 
 
Graduate School of Policy Studies 
Kwansei Gakuin University 
 
Abstract: 
One of the volunteer comes from a volunteer for the draft. A citizen took the weapon by oneself 
and went to the battlefield to protect civil society from tyranny. The volunteer of a classic definition is 
changing into the contents with the social change. The volunteer activity that assumed the past welfare, 
international collaboration a boom is widened in various fields, and there is an identification non-
profit organization (NPO Corporation) as an organized thing. 
 This issue examines future development while analyzing the present conditions of a volunteer 
group formed after 2000 based on such a background. The purpose of this paper is (1) to examine the 
volunteer activity of Imai-Cho (volunteer activity and process of the establishment for NPO), (2) 
Achievements of NPO Solution to unoccupied house, (3) other affiliates or administrative relations 
and examines future development. 
 
 
Key words: volunteer, NPO Corporation, an unoccupied house, Machiya, Machiya bank 
 
